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研究成果の概要： 
 『義太夫知識』は、義太夫節稽古の昔からの形態である口伝を否定し、テキストによる講義
と実技演習を組み合わせる方式をとっている。これは、師弟間の口伝・稽古しか存在しなかっ
た昭和初年当時として画期的、革命的なことであり、現在国立（文楽）劇場で行われている文
楽技芸員養成事業における研修を、その四十年以前に先駆的に行っていたものと言える。 
 明治期の三味線名人豊沢団平には数々の逸話が残されているが、『義太夫知識』における、三
味線の地位を伴奏から主奏楽器へと高め、節付を伝統的な語り重視から描写音楽形式へと転換
し、それらによって義太夫節を近代芸術へと変革した、との評価は前代未聞である。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
 義太夫の勉強会である「芸道会」のテキスト『義太夫知識』は、歌舞伎の竹本＝チョボを対
象とした教本であり、いわゆる文楽の義太夫節を考察するに際してはこれまで不要と考えられ
てきた。しかし、今回それがむしろ現代の研修事業の形態を先取りするものであることが判明
した。 
 豊沢団平に関しては、数多くの逸話とともに三味線の大名人であることは共通の認識となっ
ていたが、義太夫節の近代芸術への変革者ととらえている『義太夫知識』の存在が明らかにな
ることで、彼の評価のみならず、伝統芸能としての義太夫節の捉え方にも一大変化をもたらす
結果となった。 
 
研究分野：演劇学 
 
キーワード：義太夫節 豊沢団平 近代化 
 
 
１．研究の目的 
平成 30 年度科研費学術図書『鴻池幸武文楽批評集成』出版に際し、『義太夫知識』（第一篇、

昭和 6 年）を古書店で偶然入手した。これは、戦前歌舞伎界の六代目大谷友右衛門が主宰した
義太夫授業で使用されたテキストだが、NDL や CiNii を初めとする主要 OPAC に未収録の新
発見書籍であり、著者も担当講師とだけ記され不明であった。この初出資料を詳細に分析する
とともに、目次において確認された革新的かつ衝撃的な内容二点―邦楽それも未だ五線譜化さ
れていない義太夫節への西洋音楽理論応用が見られること、明治期三味線名人豊沢団平を義太
夫節の近代芸術への変革者ととらえていること―について調査・研究を進めた。 
 
２．研究成果 
 義太夫節の稽古は昔から口伝である。それを本書では「義太夫の稽古は余程時代おくれにて」
とし、「教える人も確固たる教授法の規定もなく」と否定し、新時代の新教授法を提示した。す
なわち、義太夫節の理解と習得を、実習とは別に『義太夫知識』をテキストにして行うという
ことは、現在国立（文楽）劇場で行われている文楽技芸員養成事業における研修―実技の他に
講義が設けられている形態―に近い。この事業が始まったのは昭和四十七年であるから、師弟
間の口伝・稽古しか存在しなかった昭和初年当時としては画期的、革命的な方式であった。 
 豊沢団平に関して、東京では伝統破壊者として否定的に見られており、彼を主人公とした映
画「浪花女」の公開より十年以前におけるこの積極的評価は、革新的なものであった。 
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